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                                        令和 ８年３月１９日 

保護者様・地域の皆様 

                           世田谷区立八幡山小学校 

                     学校関係者評価委員会委員 

                                  委員  佐藤 文宏 

青木 昭文 

小野寺里美 

綿抜 千春 

 

学校関係者評価報告書 
 

柔らかな日ざしが、日一日と暖かさを加える季節となりました。 

昨年はご多用のところ、学校関係者評価アンケートにご協力頂き、誠にありがとうございました。集計結果、

各行事のアンケートの声、学校の様子、教職員からの聞き取りを基に、八幡山小学校令和７年度の重点目標に沿

って以下のように評価しましたので、御報告いたします。 
 
令和７年度学校関係者評価アンケート調査の概要 

・調査実施日 令和７年１１月 

・調査対象者と回収率 児童(５、６年)１５９名/９５％（前年度１００％）   

保護者２７３名/５７％（前年度６１％）    地域３５名 

 

重点目標 1  キャリア・未来デザイン教育の実現 

☆ 「キャリア教育」を推進し、人間関係や社会を育成する力、課題に対応する力、論理的な思考力や自ら主体

的に判断する力などを育んでいく。 

児童アンケート 肯定的回答の変化（R6→R7） 保護者アンケート 肯定的回答の変化（R6→R7） 

自分の生き方や将来のことについて、考える 

授業がある ８１％ → ６６％ 
先生は、子どもの生き方や将来のことについて考える授

業をしている ４７％ → ７９％ 

目標をもち、その実現に向けて努力している ７８％ → ７４％ 
学校は、子どもに目標をもたせ、その実現のために支援

している ５８％ → ５６％ 

◎  児童アンケートでは、自分の生き方や将来のことについて考える授業の項目においての肯定的評価が昨年

度から 15％ほど低下した。６年生へは、学校支援コーディネーターを中心に、ゲストティーチャーを招き、

様々な職種について話を聞く授業を行っており、自分自身の生き方や将来について考える機会をつくった。

しかし、ゲストティーチャーの授業前の評価であったことも原因の一つと考えられる。また、道徳の授業や

キャリアパスポートを活用して近い将来のことについて目標を立てていた。それらの機会を通して、生き方

や将来のことを考える時間を認識していると考えられる。日々のアプローチが、キャリア教育とつながって

視覚化できていないことが原因とも考えられるのではないか。 

◎  保護者アンケートにおいては、子どもの生き方や将来のことについて考える授業の取組について昨年度よ

り、肯定的評価が上がった。６年生が起業家教育を行い、学習発表会で実際に商品を売るなど授業と学びを

つなげたことが結果につながったと考えられる。また、キャリアパスポートについての紹介をアンケート内

で行ったことで、理解が得られたとも考えられる。しかし、今年度は、行事が計画通りに行われず、行事で

の達成感などの実感を児童が得られていないのではないかという懸念があり、高い評価につながらなかった

とも考えられる。今後も行事を児童自身が作り上げたと考えれるような取組を行っていく必要がある。 

 

重点目標２  教育 DXの推進 

☆ GIGAスクール構想の下、一人一台タブレット端末を計画的に有効活用していく。また、デジタル・シティズ

ンシップを身に付けるために、ルールを徹底するだけでなく、自らが考え行動できるよう計画的な指導を行

う。 
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児童アンケート 肯定的回答の変化（R6→R7） 保護者アンケート 肯定的回答の変化（R6→R7） 

めあてについて、自分で考えたり、

友達と考えたりする時間を授業で

取っている 

 

８６％ → ８６％ 

子どもの考えることや、課題を解決

することを大切にした授業を行っ

ている。 

 

７６％ → ７７％ 

黒板の書き方やプリントなどを工

夫している。 
８２％ → ８１％ 

子どもの話合いや発表の機会があ

る。 
８０％ → ８１％ 

授業では話し合ったり発表したり

する機会がある。 
８６％ → ８７％ 

映像やタブレットを工夫し、分かり

やすい授業をしている。 
７３％ → ５６％ 

映像やタブレットを工夫し、分か

りやすい授業をしている。 
８８％ → ７８％ 

 
 

授業で分からないことは、分かる

まで解決しようとする。 
７３％ → ６９％ 

 
 

◎  保護者アンケートの「タブレット活用」の項目では肯定的回答が、昨年度から大きく下がった。タブレッ

トの使用が機械的になってきていることが考えられる。しかし、タブレットの活用が低いからと言って、分

かりやすい授業ができていないということにはならない。しかし、分かるまで解決しようとするという項目

においても、４％下がっている。授業内で追及したくなるような意欲の継続ができる授業の工夫が必要であ

る。 

 

その他 

【思いやりのある子ども】 

児童アンケート 肯定的回答の変化（R6→R7） 保護者アンケート 肯定的回答の変化（R6→R7） 地域アンケート 肯定的回答の変化（R6→R7） 

すすんであいさつが 

できる 
８３％ → ７７％ 

子どもたちはよく 

あいさつできる 
７４％ → ７８％ 

子どもたちはよく 

あいさつができる 
８０％ → ８６％ 

きまりを守って行動し

ている ８５％ → ７５％ 
ルールを守る指導をし

ている  ７２％ → ７９％ 交通ルールを守っている ８０％ → ８８％ 

交通ルール（自転車運

転）を守っている ９１％ → ８７％ 
    

◎  あいさつは相手とのコミュニケーションの始まりであり、他者理解を深める第一歩を児童に身に付けさせ

たいという思いからから、「あいさつができる」という項目を指標としている。学校・家庭・地域が連携しな

がら取り組んでいくことが大切である。昨年度に比べ、児童アンケートは下がったが、保護者と地域の評価

は上がった。子どもたち自身は、さらに率先して行う必要があると感じているが、保護者や地域ができてい

ると感じているということは、児童自身が自然に挨拶をできるようになってきているという結果ではないか。

実際に校内でのあいさつも増えたように実感している。継続して取り組んでいきたい。 

◎  交通ルールに関しても、地域での評価は上がっている。児童自身は、どんなところに課題があるかを自分

たちで話し合うなど、主体的に行うことでさらに交通安全の意識を高め、日常的な行動に移すことができる

のではないか。 

 

【体も心も健やかな子ども】 

児童アンケート 肯定的回答の変化（R6→R7） 保護者アンケート 肯定的回答の変化（R6→R7） 

運動することが好き ７９％ → ７４％ 体力の向上や健康な生活に取り組んでいる ７６％ → ７９％ 

◎  昨年度までで大きく伸びたこの評価だが、今年度は昨年度とさほど変化がなかったといえる。何かの競技

をすることだけが運動ではなく、体を動かすことを運動と捉え、体を動かすことの意義と情報を伝えていく

ようにする。体を動かす楽しさを伝えるために、リーダー的な児童が流行となる遊びを作ってあげることも、

体を動かす機会を増やすことにつながる。たとえば、スポーツデイなどを作り、ボールに触れる日を増やし

たり、何かの大会を企画するなど、委員会との連携も考えられるのではないか。 
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【学校運営・教職員・友人関係】 

児童アンケート 肯定的回答の変化（R6→R7） 保護者アンケート 肯定的回答の変化（R6→R7） 

先生はていねいに教えている ９３％→ ９０％ 教職員はていねいに指導している ８７％ → ８４％ 

先生たちに相談できる ６６％ → ７２％ 相談しやすい ７４％ → ６１％ 

先生はだれに対しても公平である ７９％ → ７７％ 子どもと先生とのコミュニケーションがとれてい

る。 

７６％ → ８０％ 

  校長をはじめ教職員は、協力して教育活動に取り

組んでいる。 

８２％ → ８４％ 

相談しやすい友達がいる ８８％ → ８８％   

◎  保護者の「相談しやすい」項目が低くなった。例えば、保護者は話したいと思っていても、保護者会後に

話そうとすると、担任の前に行列ができたり、１５分では話しきれなかったりと、先生と相談する時間が限

られているということがあるのではないか。相談の仕方が分からないとならないように、方法や手段をどこ

かで伝えることができるとよい。また、担任以外にも相談できるという窓口を伝えることも有効ではない

か。相談するのは担任だけではなく学校にいる大人でもよいという認識にしていくことなどが考えられる。 

 

【広報・情報提供】 

保護者アンケート 肯定的回答の変化（R6→R7） 地域アンケート 肯定的回答の変化（R6→R7） 

ホームページやメールなどで情報を提供してい

る。 
９２％ → ９４％ 学校からのお知らせ（学校だより）などで、学校の様子が分かる。 ９７％ → １００％ 

「学び舎」の区立幼稚園や中学校について情報

が提供されている。 

４５％ → ８０％ 学校公開や道徳授業地区公開講座などで、学校の様子が分か

る。 

８８％ → ９１％ 

学校公開や保護者会などで、児童の様子が分かる。 ９２％ → ９０％ ホームページに、学校からのお知らせや学校の生活の様子が分

かる情報が掲載されている。 
８７％ → ８６％ 

  学校運営委員会が、よく役割を果たしている。 ６９％ → ６９％ 

◎ 「学び舎」の活動については、昨年度に引き続き、「架け橋期の教育」についての研究授業を進め、学び舎の

幼稚園や保育園との交流を通して「やわらかい心」をはぐくむ取組を積極的に取り入れた結果と言える。具

体的な活動で、保護者や地域にもその様子が分かりやすかったのではないか。代表委員会と学び舎の委員会

などで話し合っている活動は、もっと広く学校全体に報告をしていくことが大切なのではないか。また、進

学する学校についての実感を伴う活動などがあると、キャリア教育にもつながると考えられる。 

◎ 「ホームページやメールでの情報発信」の項目において、保護者・地域とも昨年度よりも肯定的評価はあま

り変化がなかった。日々の生活などを HPに多く発信したことが昨年度に引き続き、高評価の要因と考えられ

る。今後も、学校行事だけではなく、授業の様子など、定期的に情報を発信していくことが必要だと考える。 

 

【学校の安全】 

児童アンケート 肯定的回答の変化（R6→R7） 保護者アンケート 肯定的回答の変化（R6→R7） 地域アンケート 肯定的回答の変化（R6→R7） 

登下校のきまりや交通

ルールを守っている 
９１％ → ８７％ 避難訓練やセーフティ教

室などで、安全に関する指

導をしている。 

７６％ → ９０％ 安心・安全な学校づくりを 

進めている。 
９２％ →１００％ 

  自然災害時の対応を提供

している。 

８２％ → ７８％ 安全性を高めようと、地

域と協力している。 

８２％ → ９４％ 

    「学校と保護者・地域が協力して防

犯･交通安全に取り組んでいる」 
８４％ → ９１％ 

◎  今年度、正門の通用門が電子錠になったことは、安心につながった。また、児童の「登下校のきまりや交

通ルールを守っている」の肯定的回答は、９１％から８７％にやや下降した。しかし、地域の評価は、前述

と同じように、肯定的評価が高いことから、児童は、さらに守れるのではないかと自問し、守ろうという意

識をもっていることが分かる。来年度も引き続き、教員が定期的に下校指導として校外を見回ることを継続
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して行う。児童の安全に対する意識をさらに高めるために、家庭・地域・学校が協力して、継続的に児童の

安全を見守っていく必要がある。 

◎ 地域の「安全性を高めようと協力している」「協力して取り組んでいる」の項目では、どちらも肯定的評価が

上昇した。災害に対する対策等は地域とのつながりや保護者の理解も大変重要となってくるので、今後も、

学校から保護者や地域に対して活動の報告や、協力して行える安全指導などに取り組んでいく必要がある。 

 

【学校生活全般】 

児童アンケート 肯定的回答の変化（R6→R7） 保護者アンケート 肯定的回答の変化（R6→R7） 地域アンケート 肯定的回答の変化（R6→R7） 

学校生活は楽しい。 ８８％ → ８４％ 
学校生活は、子どもにとって楽

しい。 ８９％ → ８４％ 
学校と保護者・地域が協力して

防犯・交通安全に取組んでいる。 ８４％ → ９１％ 

学校が好き ７７％ → ７７％ 
子どもは家庭で自主的

に勉強している。 ５６％ → ６１％ 
地域の意見に対して、ていねい

に説明・対応している。 ６９％ → ８３％ 

家庭で e-ラーニングで

の学習をしている ６４％ → ６４％ 教育活動に満足している。 ７９％ → ７８％ 
  

◎ 「学校生活は楽しい」の項目では、昨年度と比べ、児童・保護者ともに４ポイント下がった。友達と関わる

ことで楽しく学校生活を送ることができるように教育活動を工夫して行っているが、児童や保護者のニーズ

に応えられるよう、より創意工夫を凝らし、関わり合いながら学習を進める必要があると考える。 

◎ 地域の「丁寧に説明・対応している」が大きく上昇した。昨年度の反省を生かし、地域とのコミュニケーシ

ョンを大切に行ってきた結果と言える。 

◎  塾や e-ラーニングなど、大人が制限をかけすぎるのも、児童の自主性を高めるのには難しくなってくる。

親がいない間や、公園などでもインターネットを使い、問題が起きることもある。児童に、ネットリテラシー

をさらに身に付けさせ、早い時期からインターネットの健全な使い方を身に付けさせ、タブレットの使用も含

めた自主的な学びに向かう工夫を行うことができるのではないか。 

 

【提言】 
 

① 金スポや運動委員を活用することで、体を動かす習慣を付け、心も体も健やかな子を育てる。 

② なりたい自分や自分の生き方について考える授業や行事を行うことで、課題解決の力を育成し、キャリア

教育につなげる。 

③ 各学年にあったネットリテラシー指導を行うとともに、家庭でもルールの見直しを親子で行うよう分かり

やすく伝える。 

 

＊以上３点を令和７年度学校関係者評価委員会として提言する。 


